
分析結果報告書〔５〕 １／４

２．１ 水質試料（農薬：ジクロルボス及びフェノブカルブ）
機関コード
機関名
電話番号
国際的な認証等の取得 １．ISO 9001～9003 ２．ISO/IEC 17025(ｶﾞｲﾄﾞ25) ３．ＭＬＡＰ
（複数回答可） ４．環境省が実施するダイオキシン類の請負調査の受注資格

５．(上記１～４を取得していないが)品質マネジメントシステム(QMS)を構築している
分析主担当者名
分析主担当者の経験年数 （ ）年
分析主担当者の実績 （ ）
（年間の分析試料数）
分析(主)担当者以外の分析結果の確認 １．あり ２．なし

測定回数 注１） （ ）
注１）分析用試料のはかり取りからＧＣ／ＭＳ等の測定までの一連操作を行った回数（１～５の整数）を記入する。

この測定回数分の分析結果を次の表＜分析結果＞に記入する。

＜分析結果＞
回数 分析結果（μg/L） 注３）

注２） 検出下限値以上 検出下限値未満での検
出下限値

１回目 ジクロルボス
フェノブカルブ

２回目 ジクロルボス
フェノブカルブ

３回目 ジクロルボス
フェノブカルブ

４回目 ジクロルボス
フェノブカルブ

５回目 ジクロルボス
フェノブカルブ

注２）実施要領５の希釈方法に従って共通試料２（試料2-1）を水で１０００倍希釈して調製した分析用試料中の濃度（μg/L）
を記入する。
上記で記入した測定回数分の分析結果を記入する。

注３）一旦受領した結果については、訂正があっても受け付けませんので、記入間違いや単位間違い等に注意する。
（単位はμg/Lである）
分析結果（検出下限値以上）は有効数字３桁、検出下限値未満での検出下限値は有効数字１桁で記入する。

分析開始月日 月 日
分析終了月日 月 日

分析方法 注４） １．ＧＣ／ＭＳ
２．その他（ ）

注４）要監視項目の測定方法に規定する方法には、ＧＣ（ＦＴＤ、ＦＰＤ、ＥＣＤ）もあるが、今回の調査では適用しない。

＜抽出＞
試料量 （ ）ｍＬ
試料からの抽出方法 １．溶媒抽出 ２．固相抽出 ３．その他（ ）
溶媒抽出 塩化ナトリウム （ ）ｇ
溶媒の種類 １．ジクロロメタン ２．その他（ ）
溶媒の使用量 １回目 （ ）ｍＬ

２回目 （ ）ｍＬ
１回当たりの抽出時間 振とう （ ）分
抽出回数 （ ）回

固相抽出 型式等１ １．カートリッジ ２．ディスク ３．その他（ ）
２ １．ポリスチレン系 ２．ＯＤＳ系 ３．Ｏａｓｉｓ ＨＬＢ（ｐｌｕｓ）

４．Ｏａｓｉｓ ＷＡＸ ５．その他（ ）
吸引速度 （ ）ｍＬ／分
固相の脱水 吸引 １．行う（ ）分 ２．行わない

遠心分離 １．行う（ ）分 ２．行わない
その他の方法 （ ）

溶出 溶媒 １．アセトン ２．ヘキサン ３．ジクロロメタン ４．酢酸エチル
５．その他（ ）

量 （ ）ｍＬ
溶出液の脱水 １．無水硫酸ナトリウムによる脱水 ２．その他の方法（ ）

３．行わない
濃縮の方法

ロータリーエバポレーター １．行う ２．行わない
ＫＤ １．行う ２．行わない
窒素吹き付け １．行う ２．行わない
その他の方法 方法（ ）

定容量（抽出液） （ ）ｍＬ
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＜前処理（クリーンアップ）＞
抽出液の分取量 （ ）ｍＬ
クリーンアップ方法 １．フロリジルカラム ２．シリカゲルカラム

３．その他（ ）
４．行わない

濃縮の方法
ロータリーエバポレーター １．行う ２．行わない
ＫＤ １．行う ２．行わない
窒素吹き付け １．行う ２．行わない
その他の方法 方法（ ）

カラム溶出液の脱水 １．無水硫酸ナトリウムによる脱水 ２．その他の方法（ ）
３．行わない

定容量（測定用試料液量） （ ）ｍＬ

＜ＧＣ／ＭＳ＞
ＧＣ 型式 １．ＣＰ－３８００ ２．ＧＣ１７シリーズ ３．ＧＣ２０１０シリーズ

４．５８９０シリーズ ５．６８９０シリーズ ６．７８９０シリーズ
７．ＴＲＡＣＥ ＧＣ ８．その他（ ）

ＭＳ 型式 １．Ａｕｔｏ Ｓｐｅｃ シリーズ ２．ＪＭＳ７００シリーズ
３．ＪＭＳ８００シリーズ ４．ＪＭＳ(２.３.以外)
５．ＭＡＴ９５シリーズ ６．ＳＸ１０２ ７．５９７２シリーズ
８．５９７３シリーズ ９．５９７５シリーズ １０．６８９０シリーズ
１１．ＱＰ５０００シリーズ １２．ＱＰ５０５０シリーズ
１３．ＱＰ２０１０ １４．オートマスシリーズ
１５．その他（ ）

装置型式 １．単収束 ２．二重収束 ３．四重極 ４．ｲｵﾝﾄﾗｯﾌﾟ
５．その他（ ）

イオン検出法 １．SIM法 ２．ﾏｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾑ法 ３．その他（ ）
カラム 型式 １．Ａｑｕａｔｉｃ ２．Ａｑｕａｔｉｃ２ ３．ＢＰＸ５

４．ＢＰＸ５０ ５．ＢＰＸ-ＤＸＮ ６．ＢＰＸ-ＤＸＮⅠ
７．ＢＰＸ-ＤＸＮⅡ ８．ＣＰ－Ｓｉｌ８ ９．ＣＰ－Ｓｉｌ８８
１０．ＤＢ１ １１．ＤＢ６２４ １２．ＤＢ５(ＭＳ)
１３．ＤＢ１７（ＭＳ、ＨＴ） １４．ＥＮＶ５（ＭＳ）
１５．ＥＮＶ１７（ＭＳ） １６．ＨＰ１ １７．ＨＰ５（ＭＳ）
１８．ＨＴ８(ＰＣＢ) １９．ＩｎｅｒｔＣａｐ１（ＭＳ）
２０．ＩｎｅｒｔＣａｐ５（ＭＳ） ２１．ＩｎｅｒｔＣａｐ２５（ＭＳ）
２２．ＰＴＥ５ ２３．ＲＨ１２（ＭＳ） ２４．Ｒｔｘ５（ＭＳ）
２５．Ｒｔｘ５０（ＭＳ） ２６．Ｒｔｘ６２４（ＭＳ）
２７．Ｒｔｘ２３３０ ２８．ＳＬＢ５ＭＳ ２９．ＳＰＢ１
３０．ＳＰＢ５ ３１．ＳＰ２３３１ ３２．ＴＣ５ ３３．ＶＦ５ＭＳ
３４．ＺＢ５ＭＳ ３５．その他（ ）

内径 （ ）ｍｍ
長さ （ ）ｍ
膜厚 （ ）μｍ

昇温条件 初期 温度（ ）℃、 温度保持（ ）分
１回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
２回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
３回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
４回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分

(５回以上の昇温の場合) 最終温度（ ）℃、温度保持（ ）分
昇温回数 回数（ ）回

キャリヤーガス条件 種類 １．窒素 ２．ヘリウム ３．その他（ ）
流量 注１） ( ) 単位：１．ｍＬ/分 ２．ｃｍ/秒
圧力 注１） ( ) 単位：１．psi ２．kPa ３．その他（ ）

注入 量 （ ）μL
注入口温度 （ ）℃
注入方式 １．スプリット ２．スプリットレス ３．コールドオンカラム

４．パルスドスプリット ５．パルスドスプリットレス
６．その他（ ）

定量用質量数
ジクロルボス （ ）
フェノブカルブ （ ）
注１）流量又は圧力を記入する。
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＜標準液：ジクロルボス＞
標準原液
区分 １．購入 ２．自作
メーカー名 １．関東化学 ２．シグマアルドリッチ ３．ジーエルサイエンス

４．林純薬 ５．和光純薬 ６．その他（ ）
Ｐｒｏｄｕｃｔ Ｎｏ． （ ） 注１）
Ｌｏｔ Ｎｏ． （ ）
保証期限 （ ）年（ ）月（ ）日
開封後の日数（概数） （ ）日
保存容器 １．アンプル ２．バイアル ３．その他（ ）
保存場所 １．冷蔵 ２．冷凍 ３．室温 ４．その他（ ）

標準液
調製してから測定までの日数 （ ）日
注１）わかる範囲で記入する。

＜標準液：フェノブカルブ＞
標準原液
区分 １．購入 ２．自作
メーカー名 １．関東化学 ２．シグマアルドリッチ ３．ジーエルサイエンス

４．林純薬 ５．和光純薬 ６．その他（ ）
Ｐｒｏｄｕｃｔ Ｎｏ． （ ） 注１）
Ｌｏｔ Ｎｏ． （ ）
保証期限 （ ）年（ ）月（ ）日
開封後の日数（概数） （ ）日
保存容器 １．アンプル ２．バイアル ３．その他（ ）
保存場所 １．冷蔵 ２．冷凍 ３．室温 ４．その他（ ）

標準液
調製してから測定までの日数 （ ）日
注１）わかる範囲で記入する。

＜検出下限＞
項目 検出下限(μg/L) 注２)
ジクロルボス （ ）
フェノブカルブ （ ）
注２）試料中の濃度（μg/L）として示す。
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＜検量線の作成等：ジクロルボス＞
定量方法 １．絶対検量線法 ２．標準添加法 ３．内標準法
ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ内標準物質
使用の有無 １．使用する ２．使用しない
添加物質 （ ）
添加量 （ ）ng（GC又はGC/MS測定試料液への添加量）

ｻﾛｹﾞｰﾄ物質
使用の有無 １．使用する ２．使用しない
添加物質 （ ）
添加量 （ ）ng（試料への添加量）
回収率 （ ）％

検量線 作成点数（ ）
作成範囲：最小（ ）ng～最大（ ）ng 注１）

最高濃度の指示値（ ）
試料 １回目 指示値（ ）
注２） ２回目 指示値（ ）

３回目 指示値（ ）
４回目 指示値（ ）
５回目 指示値（ ）

空試験 指示値（ ）
注１）ＧＣへの注入量（ng）を示す。
注２）測定回数分の指示値を記入する。

＜検量線の作成等：フェノブカルブ＞
定量方法 １．絶対検量線法 ２．標準添加法 ３．内標準法
ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ内標準物質
使用の有無 １．使用する ２．使用しない
添加物質 （ ）
添加量 （ ）ng（GC又はGC/MS測定試料液への添加量）

ｻﾛｹﾞｰﾄ物質
使用の有無 １．使用する ２．使用しない
添加物質 （ ）
添加量 （ ）ng（試料への添加量）
回収率 （ ）％

検量線 作成点数（ ）
作成範囲：最小（ ）ng～最大（ ）ng 注１）

最高濃度の指示値（ ）
試料 １回目 指示値（ ）
注２） ２回目 指示値（ ）

３回目 指示値（ ）
４回目 指示値（ ）
５回目 指示値（ ）

空試験 指示値（ ）
注１）ＧＣへの注入量（ng）を示す。
注２）測定回数分の指示値を記入する。

＜参考：分析用試料の調製（水で１０００倍希釈して調製する方法）＞
使用した容器 １．全量フラスコ ２．全量シリンダー ３．分液漏斗

４．その他（ ）
使用した水 １．蒸留水 ２．ｲｵﾝ交換水 ３．超純水 ４．その他( ）
分取した共通試料の量 （ ）ｍＬ
定容量 （ ）ｍＬ
分析用試料を調製してから分析操
作（抽出操作）までの時間 （ ）分

分析実施にあたっての留意した点
及び問題と感じた点

計算式


